●自閉症スペクトラムと言われている子ども達の療育園で勤務し、言語訓練を担当しています。祐二君のコミュニケーション能力の高さに驚きました。障がいがあると何を目指すか、どこをゴールにするか、できないことに目がいくお母さま達と一緒に悩んでいます。今日の映画の中に答えが少し見えました。子どもの将来を不安に思っているお母さま達に見て欲しいと思いました。お兄さんの話もお母さま達に伝えたいと思いました。
　
●素敵な上映会を準備して頂きありがとうございました。日頃、障害児教育に関わる仕事をしています。特別支援学校では家族の方を中心に多くの理解協力が得られますが、地域の小、中学生ではまだ難しいところも多く感じます。この映画は理解を深め広げるのに、日頃関わりのある人にも、ない人にもわかりやすく温かい作品だと感じました。
●保育園で加配をしています。その子その子の気持ちを大切にすることと、みんなでの団体行動の大切さのはざまで迷ってばかりです。少し勇気をもらえた気がします。ありがとうございました。
●祐二君の写真に感動した。
●周りの大人たち（社会）が祐二君のような方たちの生き方を制限していると思いました。
お兄ちゃんの話、お母さんの話が心にスッと入ってきて、自分の価値観が相手にはうっとおしかったり、人によって価値観が違うので、人に押し付けずにいきたい。
　
●祐二君がとっても可愛くて観入ってしまいました。我が子の得意なことを見つけてあげたいなと思いながら楽しく観ることができました。まだまだいろんな自閉症の方のことを勉強したいです。またやって下さい。
●来て良かった。
　
●息子と色々かぶるところもあり、「そうそう！」と思う場面がたくさんありました。「空気が読めない」とか言われますが、「コーヒー美味しいと言ったり・・・」という貞末さんのお話にも納得です。ありがとうございました。
●これからの生き方を変えたい。いい勉強になりました。
●お兄ちゃんの話がとても心に染みました。沖縄に行ったことがあるので祐二君と一緒に旅をしている気持ちになりました。

●写真がすごい！自閉症の妹がいますが、今以上に話しかけたり様子をみたり、どこかに一緒に行ったりして、何が好きなのか、何に興味があるのかを知りたいと思った。自閉症だから・・・と勝手に決めつけないことが大切だと思った。
●祐二くんが撮った写真がとても綺麗で素敵でした。祐二君が自分を伝える手段のひとつを見つけたお母さんも素敵です。
●障がい者との心のバリアフリーを世の中にもっと普通に浸透して行くといいですね。
●母と兄の思いが素晴らしいと思いました。来て良かったです。ありがとうございました。
●自分の気持ちを写真で、その一部でも表現できるようになった過程を考えると、私自身が大変素晴らしい経験ができた。今後もこの様な上映会があれば観たいと思う。
●なかなか熱心に、良く作ってありgood。「写真で世界とつながる」の意味が解った。
●とても良かった。障がいのある方の周りの環境（理解も）がとても大切だと思った。
　
●祐二君の素晴らしい能力が、まわりの方々との関わりで益々伸ばされてきたのだなと思いました。祐二君のまなざしから感じるものがあり、とても勉強になりました。良い機会をありがとうございました。
●人が成長する可能性を感じました。貞末さんが、この映画を上映している街はいい街（関心の高い街という意味＝マザーバード注釈）と言ってくれてちょっと嬉しかったです。
●良かった。ぼくもがんばる。
●発達障がい児の親である自分と、成人になった障がい者の視点を改めて見直したかったので観にきました。ドキュメンタリーだと大体がナレーションに沿って進むが、祐二君の言葉（気持ち）が文字ブロックになっていたので共感できました。視点も本人の目線、母や兄、社会の目線から観ることができ深い作品でした。ありがとうございました。
●まわりの人とのコミュニケーションが苦手と言われる自閉症でもまわりの人に気を使っているのがわかった。家族の関わり方が素晴らしかった。
●障がいのある方の見守りや接し方の基本を教えてもらいました。ありがとうございます。
●笑いどころもたくさんあって面白かったです。僕は障がい児の兄なので色々勉強になりました。
●我が子を育てていた頃と親の思いは同じだと感じました。社会の受け入れは進んだと思いますが、人の理解はまだまだですね。この様な上映会で障がい者の理解が広がったり、深まったりすることがとても嬉しいです。障がい児を育てるパワーになります。
●良い研修でした。話を聞くだけの研修よりわかりやすかった。
●自閉症の子どもや人間はいっぱいいる、親戚にも２歳の子どもがいる。これからどの様な将来が待っているのか、見守ってあげたいと思う。今回の映画はとても良かった。みんなで良いところを伸ばしてあげられたらいいよね。
●米田祐二君は自閉症だそうだが、私はその障がいの詳細を知らなかった。私たちはもっとこの様な映画を観ることなどによって知らなければと思います。
●ドキュメンタリー映画はあまり観ることがありませんでしたが、とても良かったです。写真も素晴らしかったです。私は２人の子どもをもつ母ですが、自分の思いとは違うところへ向かう子たちが不満だったり不安でした。この映画を観て少し気持ちがすっとしました。その後に気づいたのですが、自分が健常だと思っているけれど本当にそうなのか〜と。
これからもいろんな場にでかけて、いろんな方と出会いたいと心から思いました。
●お兄さんの話、良かったです。後ろの席だったからか少し会話が聞こえにくかったです。
●障害者に対する気持ちが少し変わった。良い研修でした。
●もっともっと広くたくさんの人々にお知らせし観てもらいたいと思いました。サポートする人をたくさん養成することも大切なのかと思いました。
●観たかったので。来て良かったです。
●障がいがあっても、周りの助けと思いで楽しくも勇気ある人生を送ることができると分かりました。家族の支えも素晴らしい。実は私も写真をやっていて、主人を亡くしてから救われています。祐二君の写真から元気と勇気をもらいました。
●観たかったので参加しましたが、来て観て良かったです。貞末さんの挨拶もサプライズで良かったです。
●良い映画でした。誘ってくれた友人に感謝です。ありがとうございました。
　
●研修ということで参加しましたが、障がいのある方のことが少し理解できた気がします。
今後もこんな研修があったら良いと思いました。主催者の皆様お疲れ様でした。
●障がい者の家族の気持ちなどが良くわかった。
●良い研修でした。
●福祉を学んでいます。障がいのある方や家族の思いを知ることができました。もっとこれからもたくさんの方と出会いながら学びを深めたいと思います。良い機会をありがとうございました。
●とても楽しく見せてもらいました。息子も発達障がいですが、祐二さんの頑張りや秘めている力に、人の力ってすっごいなと思いました。可能性ってその人の中にたくさん眠っているんですね。たくさんのことを学ばせていただけて観て良かったなと思いました。「小さなお世話、大きなおせっかい」はよく自分の子にもあって、改めて気をつけなきゃと思いました。
●とても心温まるドキュメンタリーでした。祐二くんのように子供の将来が楽しみです。
●写真がすごい！金城さんの話も良かった。
●作りすぎていない自然体のドキュメンタリー映画を久しぶりに観ました。良かったです。
●最初はよく分からなかったが、終わった時にほのぼのとした気になった。誰でも自分を表現できる何かがあるんですね。障がいがある、なしに関わらず、表現の可能性を考えてみたい。
●感動しました。この感動をもっと多くの人にあじわってもらいたいと思いました。
●素晴らしい。楽しさや優しさ、素直な生き方、人との関わりの大切さなどを感じました。お母さんのおおらかさが素晴らしい。美しい映像に魅せられ、お兄ちゃんの言葉が心に染みました。
●楽しい映画でした。祐二くんの可能性を感じました。周りの人が固定観念で人を観ることでその人を制限、支配をしているとわかった。
●素敵な映画でした。続きが観たいです。
●祐二くん、素晴らしい感性ですね。健康に育った者にはわからないことだらけです。人によって違いはあるでしょうが、「自分」をしっかりもっていて、どんどん新しいことに挑戦することが素晴らしいです。

●映画だけでなく、制作者である貞末さんのお話も聞けて良かったです。
●お兄さんとの関わりを涙なしに見ることができませんでした。障がいのある孫の接し方を反省しながら見せていただきました。
●生まれつき障がいをもっている人は大変だけど、その親族も大変だと思いました。ただ、健常で生きていても、年を重ねたり、怪我や病気から障がい者になる可能性は誰にでもあるので、決して「障がい」は人ごとでは無いと思いました。
●祐二君の写真がもっと見たい！と思いました。学校の授業でこの映画が公開されるといいな・・・と思います。
●自閉症の人のことが少しだけ理解できたと思いました。家族のささえ愛を感じました。
●自閉症を見る目が変わった。いろんな自閉症のパターンを見てみたいし、自閉症児をもつ親に希望や安心させて欲しいです。
●映画は良かったです。上映や、進行マイクの音量がもう少し大きいと良かったです。
●またこの様な機会を作って下さい。
●本人の思いをゆっくり、見守る周りの気配りがどんなに大切なのか分かりました。年老いた老人にも心かけたいものです。
●自分らしい生き方を誰でも選択できる。でき無いことは無いと・・・」ぼちぼちかな
●自分の子どもとは障がいが違いますが、いろいろな可能性をもち、毎日を楽しみに伸び伸びと生活していることに感謝しました。
●自閉症という言葉は知っていましたが、その特性や関わり方についてはあまりよく知りませんでした。今回の上映会で少し理解できた気がします。近所にも自閉症？児を育てているご家族がいるので、こんど会った時に挨拶をしてみようと思いました。
